
（1）2026 年 1 月 20 日                  非核・いしかわ                    第 330 号 

 

                              

      

 

日
に
日
に
世
界
が
悪
く
な
る 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
「
朝
ド
ラ
」
主
題
歌
に
耳
を
傾
け

た
こ
と
が
か
つ
て
あ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。「
毎

日
難
儀
な
こ
と
ば
か
り
」、
は
た
ま
た
「
日
に

日
に
世
界
が
悪
く
な
る
」、「
そ
う
だ
よ
な
！
」

と
う
な
ず
く
毎
朝
で
す
。
国
際
法
な
ど
ど
こ

吹
く
風
、「
威
嚇
」
を
ち
ら
つ
か
せ
、「
武
力
行

使
」
を
も
の
と
も
せ
ず
、「
皆
殺
し
」（
ジ
ェ
ノ

サ
イ
ド
）
を
「
し
た
り
顔
」（
あ
の
「
作
り
笑

い
」
も
そ
の
同
類
異
種
か
）
で
吹
聴
す
る
指
導

者
た
ち
、
「
傍
若
無
人
」
「
や
り
た
い
放
題
」
、

「
狂
気
」
が
世
界
に
渦
巻
い
て
い
ま
す
。
こ
の

「
狂
気
」
は
、
「
奢
れ
る
も
の
」
（
「
悪
魔
」 

「
独
裁
者
」
と
い
っ
て
も
い
い
）
の
断
末
魔
、

「
帝
国
」
が
崩
れ
落
ち
る
叫
び
の
よ
う
に
聞

こ
え
ま
す
。「
奢
れ
る
も
の
」
に
は
、「
い
の
ち
」

の
尊
重
を
も
の
と
も
し
な
い
と
い
う
共
通
点 

      

が
あ
り
ま
す
。
米
国
は
、
反
米
と
見
な
す
指
導

者
の
殺
害
、
拉
致
、
あ
る
い
は
失
脚
さ
せ
る
多

数
の
「
政
権
交
代
作
戦
」
を
実
行
し
て
き
ま
し

た
。
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
を
「
武
力
攻
撃
」
し
、
大
統

領
を
「
拉
致
」
す
る
と
い
う
「
狂
気
」
は
、
今

に
始
ま
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

米
国
は
、「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」
に
や
が
て
「
東

半
球
」
ま
で
射
程
に
入
れ
、
日
本
で
米
軍
基
地

の
撤
退
を
迫
る
指
導
者
が
現
れ
た
ら
「
拉
致
」

し
、
米
国
で
裁
判
に
か
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。

反
米
政
策
を
と
る
各
国
の
指
導
者
は
「
眠
れ

ぬ
夜
」
を
過
ご
し
て
い
る
で
し
ょ
う
。 

生
物
は
「
大
量
絶
滅
と
大
繁
栄
」
を
繰
り
返

し
な
が
ら
「
進
化
」
を
遂
げ
て
き
た
と
い
わ
れ

ま
す
。
折
し
も
、
国
立
科
学
博
物
館
で
は
「
そ

れ
で
も
進
化
は
続
く
」
と
の
楽
観
論
を
述
べ

つ
つ
、
「
生
命
が
誕
生
し
て
か
ら
四
〇
億
年
」

「
様
々
な
角
度
か
ら
五
回
の
大
量
絶
滅
の
謎
」

に
迫
る
「
大
絶
滅
展
」
が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
や
、
第
六
次
大
絶
滅
期
に
入
っ
た
と
い
う 

説
も
あ
る
そ
う
で
す
。
従
来
の
大
量
絶
滅
が
、

大
規
模
な
火
山
の
噴
火
や
隕
石
の
衝
突
と
い

っ
た
環
境
の
激
変
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
に 

対
し
、
現
在
起
こ
り
つ
つ
あ
る
第
六
次
大
量 

                              

5 面 能登半島地震の現在地―「人間の復興」へ 
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  世界に愛と平和を       大森和子 
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① 全人類共通の課題として核戦争防止、核兵器廃絶の実現を求める 

② 国是とされる非核三原則（つくらず、もたず、もちこませず）を厳守する 
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④ 国家補償による被爆者援護法を制定する 

⑤ 原水爆禁止世界大会のこれまでの合意にもとづいて国際連帯を強化する 
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7面  ＜独標＞川柳連作「熱波襲来」 

                 喜多村貢 

      非核・平和の掲示板 

8面 金沢の身近な絵コーナー   小林昭代 

      絵手紙コーナー      中山清子 

 

奢
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、 

た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ご
と
し 代

表
世
話
人  

五
十
嵐
正
博 

【年頭所感】 

 

高
市
早
苗
首
相
は
、
昨 

年
一
一
月
の
衆
院
予
算 

委
員
会
に
て
安
保
関
連
三
文
書
の
改
定
に
伴

い
、
日
本
の
国
是
で
あ
る
非
核
三
原
則
の
見
直

し
を
示
唆
し
、
核
兵
器
の
「
持
た
ず
、
作
ら
ず
、

持
ち
込
ま
せ
ず
」
の
う
ち
、「
持
ち
込
ま
せ
ず
」

を
改
変
し
よ
う
と
し
て
い
る
▼
非
核
三
原
則

は
、
一
九
六
七
年
に
当
時
の
佐
藤
栄
作
首
相
が

国
会
の
施
政
演
説
で
表
明
し
、
一
九
七
一
年
に

国
会
の
決
議
と
し
て
「
国
是
」
と
な
り
、
以
後
、

累
次
の
国
会
決
議
を
重
ね
て
い
る
。
二
〇
二
二

年
の
安
保
関
連
三
文
書
の
中
で
も
「
非
核
三
原

則
を
堅
持
す
る
と
の
基
本
方
針
は
今
後
も
変
わ

ら
な
い
」、
二
〇
二
五
年
の
防
衛
白
書
で
も
「
国

是
と
し
て
こ
れ
を
堅
持
す
る
」
と
明
記
し
て
い

る
▼
国
会
決
議
で
「
国
是
」
と
な
っ
た
非
核
三
原

則
が
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
改
変
し
、
空
洞
化

さ
れ
る
こ
と
は
議
会
制
民
主
主
義
の
遵
守
と
い

う
点
か
ら
も
断
じ
て
看
過
で
き
な
い
問
題
で
あ

る
▼
ロ
シ
ア
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
「
核
の
使
用
」
で

威
嚇
し
、
ア
メ
リ
カ
が
「
核
実
験
」
再
開
を
準
備

す
る
な
ど
〝
核
兵
器
使
用
の
タ
ブ
ー
〟
が
揺
ら

ぐ
中
、
唯
一
の
戦
争
被
爆
国
日
本
の
と
る
べ
き

核
政
策
は
、
軍
拡
の
歯
止
め
と
な
る
非
核
三
原

則
を
堅
持
し
、
国
際
社
会
に
向
け
て
「
核
兵
器
の

な
い
世
界
」
の
実
現
を
働
き
か
け
る
こ
と
で
あ

る
。
核
を
背
景
に
覇
権
主
義
が
台
頭
す
る
今
こ

そ
、
核
軍
縮
・
廃
絶
を
希
求
す
る
被
爆
国
の
出
番

で
あ
る
。（
か
） 

花
鳥
風
月 

「平和 4 原則」を説

く五十嵐正博さん 

https://hikakuishikawa.com/
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絶
滅
は
、
人
類
の
存
在
に
起
因
す
る
も
の
だ

と
の
説
に
納
得
し
ま
す
。
田
中
熙
巳
さ
ん
は
、

ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
演
説
で
「
人
類
が
核

兵
器
で
自
滅
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に
」
と

訴
え
ま
し
た
。
核
兵
器
、
原
発
の
存
在
、
地
球

環
境
危
機
が
も
た
ら
し
う
る
「
大
絶
滅
」
は
、

ま
さ
に
「
ヒ
ト
」
の
存
在
に
起
因
し
ま
す
。 

 

 
 

「
平
和
四
原
則
」：
全
面
講
和
・
中
立
・
軍
事

基
地
反
対
・
再
軍
備
反
対 

 

さ
て
、
古
い
話
で
恐
縮
で
す
が
、
い
ま
か
ら

七
六
年
前
に
発
表
さ
れ
た
「
講
和
問
題
に
つ

い
て
の
平
和
問
題
談
話
会
声
明
」
を
紹
介
し

ま
し
ょ
う
。「
声
明
」
は
「
日
本
が
平
和
国
家

と
し
て
の
あ
る
べ
き
姿
」
を
描
い
て
お
り
、
今

に
通
ず
る
提
言
で
す
。 

一
九
四
五
年
八
月
一
四
日
、
日
本
は
「
ポ
ツ

ダ
ム
宣
言
」
を
受
諾
、
同
宣
言
一
二
項
は
、
日

本
国
国
民
が
自
由
に
表
明
す
る
意
思
に
従
っ

て
平
和
的
傾
向
を
有
し
、
か
つ
責
任
あ
る
政

府
が
樹
立
さ
れ
れ
ば
、「
連
合
国
の
占
領
軍
は
、

直
ち
に
日
本
国
よ
り
撤
収
さ
れ
る
」
と
規
定

し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、「
占
領
軍
」
は
直

ち
に
撤
退
す
る
ど
こ
ろ
か
、
一
九
五
一
年
、
講

和
条
約
と
同
時
に
署
名
さ
れ
た
「
（
旧
）
日
米

安
保
条
約
」
に
よ
り
「
米
国
軍
隊
」
に
置
き
換

え
ら
れ
ま
し
た
。
一
九
四
六
年
一
一
月
三
日
、

「
日
本
国
憲
法
」
が
公
布
、
一
九
四
九
年
一
〇

月
一
日
に
は
、
中
華
人
民
共
和
国
建
国
宣
言

が
な
さ
れ
、
一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
、
朝
鮮

戦
争
が
勃
発
、
一
九
五
一
年
九
月
一
八
日
、

「
日
本
と
の
平
和
条
約
」
が
連
合
国
諸
国
と

日
本
と
の
間
で
署
名
、
と
い
う
道
筋
を
た
ど

り
ま
す
。
講
和
条
約
締
結
に
当
た
っ
て
は
、
国

内
で
「
全
面
講
和
か
単
独
講
和
」
か
の
活
発
な

議
論
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。 

「
講
和
問
題
に
つ
い
て
の
平
和
問
題
談
話

会
声
明
」
が
発
表
さ
れ
た
の
は
一
九
五
〇
年

一
月
一
五
日
（『
世
界
』
一
九
五
〇
年
三
月
号
）、

朝
鮮
戦
争
勃
発
前
で
す
。「
談
話
会
」
は
、『
世

界
』
初
代
編
集
長
、
吉
野
源
三
郎
氏
が
、
ユ
ネ

ス
コ
か
ら
出
さ
れ
た
声
明
に
示
唆
を
え
て
、

東
京
、
関
西
在
住
の
学
者
を
中
心
に
組
織
し

た
会
で
し
た
。
私
が
幸
運
に
も
謦
咳
（
け
い
が

い
）
に
接
す
る
こ
と
の
で
き
た
田
畑
茂
二
郎

先
生
も
そ
の
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。 

「
声
明
」
は
、
講
和
問
題
の
処
理
は
、「
日

本
の
運
命
を
最
後
的
に
決
定
す
る
で
あ
ろ
う
」

と
の
痛
切
な
思
い
を
述
べ
ま
す
。
「
懇
話
会
」

は
討
論
の
前
提
と
し
て
、「
第
一
は
、
わ
れ
わ

れ
の
憲
法
に
示
さ
れ
て
い
る
平
和
的
精
神
に

則
っ
て
世
界
平
和
に
寄
与
す
る
と
い
う
神
聖

な
る
義
務
」
を
、「
第
二
は
、
日
本
が
一
刻
も

早
く
経
済
的
自
立
を
達
成
し
て
、
徒
ら
に
外

国
の
負
担
た
る
地
位
を
脱
せ
ん
と
す
る
願
望
」

を
指
摘
し
、
具
体
的
に
以
下
の
四
点
に
言
及

し
ま
す
。 

第
一
に
、「
経
済
的
自
立
」
は
「
全
面
講
和

の
確
立
を
通
じ
て
の
み
充
た
さ
れ
る
」
の
で

あ
り
、
単
独
講
和
は
、
日
本
と
中
国
そ
の
他
の

諸
国
と
の
関
係
を
切
断
す
る
結
果
と
な
り
、

自
ら
日
本
の
経
済
を
特
定
国
家
へ
の
依
存
及

び
隷
属
の
地
位
に
立
た
せ
る
こ
と
に
な
る
。 

第
二
に
、
日
本
国
憲
法
の
平
和
的
精
神
を

忠
実
に
守
る
限
り
、「
二
つ
の
世
界
の
調
和
を

図
る
と
い
う
積
極
的
態
度
」
で
講
和
の
問
題

に
当
た
る
こ
と
が
要
求
さ
れ
、「
単
独
講
和
は

わ
れ
わ
れ
を
相
対
す
る
二
つ
陣
営
の
一
方
に

投
じ
、
そ
れ
と
の
結
合
を
強
め
る
反
面
、
他
方

と
の
間
に
、
単
に
依
然
た
る
戦
争
状
態
を
残

す
に
と
ど
ま
ら
ず
、
さ
ら
に
こ
れ
ら
と
の
間

に
不
幸
な
る
敵
対
関
係
を
生
み
出
し
、
総
じ

て
世
界
的
対
立
を
激
化
」
さ
せ
る
。 

第
三
に
、「
講
和
後
の
保
障
」
に
つ
い
て
は
、

あ
く
ま
で
「
中
立
不
可
侵
を
希
い
、
併
せ
て
国

際
連
合
へ
の
加
入
」
を
望
む
。「
単
独
講
和

．
．
．
．
ま．

た
は
．
．
事
実
上

．
．
．
の．
単
独
講
和
状
態

．
．
．
．
．
．
に．
付
随
．
．
し
て
．
．

生．
ず
べ
き

．
．
．
特
定
国
家

．
．
．
．
と
の
．
．
軍
事
協
定
、
特
定

．
．
．
．
．
．
．

国
家
．
．
の
た
め
の

．
．
．
．
軍
事
基
地

．
．
．
．
の．
提
供
．
．
の．
如．
き
は
、

．
．
．

そ
の
．
．
名
目
．
．
が．
何．
で
あ
る
に
せ
よ
、
わ
が

．
．
．
．
．
．
．
．
．
憲
法
．
．

の．
前
文
及

．
．
．
び．
第
九
条

．
．
．
に．
反．
し
、
．
．
日
本
及

．
．
．
び．
世．

界．
の．
破
滅
．
．
に．
力．
を．
藉
（．．
か
）
す
も
の
で
あ
っ
て
、

．
．
．
．
．
．
．
．
．
．

わ
れ
わ
れ
は

．
．
．
．
．
到
底
．
．
こ
れ
を

．
．
．
承
諾
．
．
す
る
こ
と
は

．
．
．
．
．

で
き
な
い
。

．
．
．
．
．
日
本
．
．
の．
運
命
．
．
は
、
．
．日
本
．
．
が．
平
和
．
．
の．

精
神
．
．
に．
徴．
し
つ
つ
、

．
．
．
．
而．
も．
毅
然
．
．
と
し
て

．
．
．
自
主
．
．

独
立
．
．
の．
道．
を．
進．
む．
時．
の
み
．
．
開．
か
れ
る
。

．
．
．
．」
（
傍

点
筆
者
） 

第
四
に
、「
理
由
の
如
何
に
よ
ら
ず
、
如
何

な
る
国
に
対
し
て
も
軍
事
基
地
を
与
え
る
こ

と
に
は
、
絶
対
に
反
対
す
る
。」 

 

「
奢
れ
る
人
は
久
し
か
ら
ず
」 

日
本
の
歴
代
政
権
は
、「
日
米
同
盟
」
が
未

来
永
劫
不
変
で
あ
る
と
信
じ
て
い
る
よ
う
で

す
。
日
米
同
盟
は
い
つ
ま
で
「
深
化
・
強
化
」

し
続
け
る
の
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
「
米
中
同

盟
」
が
画
策
さ
れ
、
日
本
が
米
中
の
「
仮
想
敵

国
」
と
な
る
日
が
く
る
か
も
し
れ
な
い
、
い
や
、

日
本
は
そ
の
頃
は
自
滅
し
て
歯
牙
に
も
か
け

ら
れ
て
い
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
米
中
が
「
わ

が
物
顔
」
し
て
い
た
時
代
も
終
わ
っ
て
い
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。 

世
界
史
は
、「
合
従
連
衡
」
が
繰
り
返
さ
れ
、

い
か
な
る
「
帝
国
」
も
永
続
し
た
た
め
し
は
な

い
と
教
え
て
く
れ
て
い
ま
す
。
「
合
従
連
衡
」

の
、
何
よ
り
も
「
戦
争
」
の
愚
を
繰
り
返
さ
な

い
た
め
に
は
、
す
べ
て
の
「
軍
事
同
盟
」
を
、

な
に
よ
り
も
各
国
の
「
軍
隊
」
を
解
体
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
世
界
中
が
「
戦
争
・
軍
拡

カ
ル
ト
」
に
洗
脳
さ
れ
、
世
界
各
地
で
「
公
然

と
」
国
際
法
無
視
の
武
力
行
使
が
行
わ
れ
て

い
る
現
在
、「
日
本
国
憲
法
前
文
及
び
第
九
条
」

を
世
界
に
向
け
て
広
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
強
く
思
い
ま
す
。「
講
和
問
題
に
つ
い
て
の

平
和
問
題
談
話
会
声
明
」
で
述
べ
ら
れ
た
諸

提
言
は
今
も
わ
た
し
た
ち
が
追
及
す
べ
き

「
道
し
る
べ
」
で
す
。 
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あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

今
年
こ
そ
、
よ
い
年
に
な
り
ま
す
よ
う
に
、
と

願
っ
て
い
る
の
で
す
が
、
年
明
け
か
ら
、
国
内

外
と
も
に
不
穏
な
状
況
で
す
ね
。 

 

七
日
か
ら
八
日
と
門
前
、
穴
水
の
被
災
地

に
行
き
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
か
ら
二
年
、

復
旧
・
復
興
は
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
ま
せ

ん
。
能
登
の
人
た
ち
は
必
死
に
頑
張
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
も
っ
と
も
頑
張
る
べ
き
国
、

県
の
姿
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ず
、
人
々
の
将
来

へ
の
不
安
は
増
大
し
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま

し
た
。 

住
み
続
け
る
権
利
の
保
障
に
よ
る
人
間
の

復
興
と
は
ほ
ど
遠
く
、
国
・
県
は
人
権
の
保
障

で
は
な
く
、
公
助
す
な
わ
ち
援
助
・
応
援
と
い

う
寄
り
添
い
政
策
に
終
始
し
、
被
災
者
、
能
登

の
人
々
に
自
助
・
頑
張
り
と
共
助
・
助
け
あ
い

を
強
い
て
い
ま
す
。
過
疎
化
、
高
齢
化
、
少
子 

      化
を
一
層
進
め
、
集
約
化
、
集
中
化
に
よ
り

能
登
を
住
み
続
け
ら
れ
な
く
す
る
。
地
域
崩

壊
・
棄
民
政
策
と
い
う
べ
き
で
す
。 

他
方
で
、
大
軍
拡
を
す
す
め
平
和
主
義
・
非

核
三
原
則
、
基
本
的
人
権
の
保
障
、
国
民
主 

権
・
民
主
主
義
と
い
う
憲
法
の
三
本
柱
を
も

放
棄
し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。 

内
外
の
危
機
的
状
況
下
、
能
登
そ
し
て
日

本
、
世
界
に
と
っ
て
、
憲
法
と
り
わ
け
平
和
的

生
存
権
を
基
礎
と
し
た
住
み
続
け
る
権
利
の

確
立
こ
そ
喫
緊
の
課
題
で
す
。 

私
達
、
非
核
の
政
府
を
求
め
る
会
の
存
在

意
義
・
活
動
の
必
要
性
は
ま
す
ま
す
高
ま
っ

て
い
ま
す
。 

 

年
頭
に
あ
た
り
、
憲
法
前
文
を
じ
っ
く
り

読
ん
で
み
ま
し
ょ
う
。
わ
ず
か
六
九
〇
語
で

す
。
新
憲
法
は
、
第
二
次
大
戦
敗
戦
直
後
の
一

九
四
六
年
一
一
月
三
日
に
公
布
さ
れ
八
〇
年

に
な
り
ま
す
。
日
本
、
世
界
の
人
々
の
戦
争
へ

の
反
省
と
平
和
へ
の
希
求
を
反
映
し
、
世
界

最
先
端
の
憲
法
で
し
た
。
古
く
な
る
ど
こ
ろ

か
、
今
、
私
た
ち
が
な
す
べ
き
こ
と
、
日
本
と

世
界
の
進
む
べ
き
方
向
と
く
に
平
和
的
生
存

権
の
保
障
、
を
示
し
て
い
ま
す
。 

第
一
段
落
で
は
、
①
国
民
主
権
と
議
会
制

民
主
主
義
体
制
、
②
今
に
生
き
る
私
た
ち
だ 

け
で
な
く
子
孫
の
た
め
に
、
③
諸
国
民
と
の

協
和
に
よ
る
成
果
と
、
自
由
の
も
た
ら
す
恵
沢

す
な
わ
ち
平
和
と
基
本
的
人
権
の
保
障
、
④ 

政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
が
起
ら
な

い
よ
う
、
に
す
る
こ
と
へ
の
決
意
を
述
べ
ま

す
。
戦
争
は
、
決
し
て
国
民
の
望
む
も
の
で
な

く
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
起
こ
る
と
い
う
認

識
が
大
事
で
す
ね
。 

新
憲
法
公
布
八
〇
周
年
、 

前
文
を
読
み
ま
し
ょ
う 

代
表
世
話
人  

井
上
英
夫 

日
本
国
憲
法 

前
文 

日
本
国
民
は
、
正
当
に
選
挙
さ
れ
た
国
会
に
お
け
る
代
表
者
を
通
じ
て
行
動
し
、
わ
れ
ら
と

わ
れ
ら
の
子
孫
の
た
め
に
、
諸
国
民
と
の
協
和
に
よ
る
成
果
と
、
わ
が
国
全
土
に
わ
た
っ
て
自

由
の
も
た
ら
す
恵
沢
を
確
保
し
、
政
府
の
行
為
に
よ
っ
て
再
び
戦
争
の
惨
禍
が
起
る
こ
と
の
な

い
や
う
に
す
る
こ
と
を
決
意
し
、
こ
こ
に
主
権
が
国
民
に
存
す
る
こ
と
を
宣
言
し
、
こ
の
憲
法

を
確
定
す
る
。 

 

そ
も
そ
も
国
政
は
、
国
民
の
厳
粛
な
信
託
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
権
威
は
国
民
に

由
来
し
、
そ
の
権
力
は
国
民
の
代
表
者
が
こ
れ
を
行
使
し
、
そ
の
福
利
は
国
民
が
こ
れ
を
享
受

す
る
。
こ
れ
は
人
類
普
遍
の
原
理
で
あ
り
、
こ
の
憲
法
は
、
か
か
る
原
理
に
基
づ
く
も
の
で
あ

る
。
わ
れ
ら
は
、
こ
れ
に
反
す
る
一
切
の
憲
法
、
法
令
及
び
詔
勅
を
排
除
す
る
。  

日
本
国
民
は
、
恒
久
の
平
和
を
念
願
し
、
人
間
相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
深

く
自
覚
す
る
の
で
あ
っ
て
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公
正
と
信
義
に
信
頼
し
て
、
わ
れ
ら
の

安
全
と
生
存
を
保
持
し
よ
う
と
決
意
し
た
。
わ
れ
ら
は
、
平
和
を
維
持
し
、
専
制
と
隷
従
、
圧

迫
と
偏
狭
を
地
上
か
ら
永
遠
に
除
去
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
国
際
社
会
に
お
い
て
、
名
誉
あ
る

地
位
を
占
め
た
い
と
思
ふ
。
わ
れ
ら
は
、
全
世
界
の
国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免

れ
、
平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
を
確
認
す
る
。  

わ
れ
ら
は
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と
の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
の
で
あ
っ
て
、
政
治
道
徳
の
法
則
は
、 

普
遍
的
な
も
の
で
あ
り
、
こ
の
法
則
に
従
ふ
こ
と

は
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、
他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の
責
務
で
あ
る
と
信

ず
る
。  

日
本
国
民
は
、
国
家
の
名
誉
に
か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
こ
の
崇
高
な
理
想
と
目
的
を
達
成
す

る
こ
と
を
誓
ふ
。 

 

「住み続ける権利」を

提唱する井上英夫さん 

【年頭所感】 
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第
二
段
落
は
、
人
類
普
遍
の
原
理
と
し
て
国

の
政
治
体
制
の
基
本
を
示
し
て
い
ま
す
。
立
憲

主
義
の
表
明
と
い
っ
て
よ
い
で
し
ょ
う
。 

①
国
政
は
、
主
権
者
国
民
に
よ
っ
て
信
託

さ
れ
た
代
表
者
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る
。 

②
国
政
の
権
利
（
権
限
）
行
使
も
国
民
の
主

権
を
代
行
す
る
も
の
で
す
。
国
会
議
員
や
行

政
官
僚
、
裁
判
官
が
、
国
民
に
優
位
す
る
と
い

う
考
え
は
全
く
間
違
っ
て
い
ま
す
。
国
政
の

「
権
利
」
は
、
主
権
者
国
民
の
権
利
と
違
い
制

限
付
き
の
「
権
限
」
に
と
ど
ま
り
ま
す
。
む
し

ろ
国
政
の
横
暴
、
す
な
わ
ち
主
権
者
た
る
国

民
の
人
権
侵
害
・
剥
奪
に
歯
止
め
を
か
け
る

も
の
で
、
立
憲
体
制
の
意
味
は
こ
の
点
に
あ

り
ま
す
。 

③
し
た
が
っ
て
、
こ
の
人
類
普
遍
の
原
理

に
反
す
る
、
憲
法
、
法
令
、
詔
勅
等
は
排
除
さ

れ
無
効
と
な
り
ま
す
。
基
本
的
人
権
を
侵
害

し
、
剥
奪
す
る
よ
う
な
「
憲
法
改
悪
」
は
許
さ

れ
ま
せ
ん
。 

  

第
三
段
落
は
、
平
和
的
生
存
権
の
保
障
で
す
。 

第
一
に
、
日
本
国
民
に
、
恒
久
平
和
と
人
間

相
互
の
関
係
を
支
配
す
る
崇
高
な
理
想
を
自

覚
す
る
こ
と
を
求
め
て
い
ま
す
。 

第
二
に
、
私
達
の
安
全
と
生
存
を
保
持
す

る
大
前
提
は
、
平
和
を
愛
す
る
諸
国
民
の
公

正
と
信
義
に
依
頼
す
る
こ
と
で
あ
る
、
と
い 

う
こ
と
で
す
。
第
一
段
落
で
も
、
諸
国
民
と 

の
協
和
が
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

第
三
に
、
平
和
的
生
存
権
で
す
。
全
世
界
の

国
民
が
、
ひ
と
し
く
恐
怖
と
欠
乏
か
ら
免
れ
、

平
和
の
う
ち
に
生
存
す
る
権
利
を
保
障
し
て

い
ま
す
。 

 

こ
こ
で
、
恐
怖

fear

と
は
戦
争
や
テ
ロ
、

暴
力
で
、
欠
乏want

と
は
飢
餓
や
貧
困
で
す
。

平
和
的
生
存
権
は
、
単
な
る
宣
言
で
は
な
く
、

戦
争
と
軍
備
を
放
棄
し
た
憲
法
九
条
に
、
そ

し
て
欠
乏
か
ら
の
自
由
は
、
主
と
し
て
健
康

で
文
化
的
な
権
利
を
保
障
し
た
憲
法
二
五
条

に
結
実
し
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
の
意
味
で

憲
法
九
条
と
二
五
条
は
一
体
で
あ
り
、
さ
ら

に
平
和
的
生
存
権
は
、
現
在
で
は
、
裁
判
所
に

よ
っ
て
す
べ
て
の
人
権
の
基
底
的
権
利
で
あ

り
国
民
の
具
体
的
権
利
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

  

第
四
段
落
は
、
一
国
平
和
主
義
で
な
く
全
世

界
の
人
々
を
視
野
に
入
れ
て
い
ま
す
。 

第
一
に
、
い
づ
れ
の
国
家
も
、
自
国
の
こ
と

の
み
に
専
念
し
て
他
国
を
無
視
し
て
は
な
ら

な
い
。 

第
二
に
、
前
文
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
政
治

道
徳
の
法
則
は
、
普
遍
的
で
あ
り
、
こ
の
法
則

に
従
う
こ
と
こ
そ
、
自
国
の
主
権
を
維
持
し
、

他
国
と
対
等
関
係
に
立
た
う
と
す
る
各
国
の

責
務
で
あ
る
、
と
宣
言
し
て
い
ま
す
。  

現
状
を
み
る
と
あ
ま
り
に
、
崇
高
か
つ
理

想
主
義
的
と
い
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
し

か
し
、
こ
の
方
向
を
貫
く
こ
と
こ
そ
、
日
本
が
、

国
際
社
会
に
お
い
て
名
誉
あ
る
地
位
を
占
め

る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

ト
ラ
ン
プ
、
プ
ー
チ
ン
、
習
近
平
そ
し
て
ネ
タ

ニ
ヤ
フ
等
現
在
の
独
裁
者
に
、
鉄
槌
を
下
せ

と
言
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。 

 

最
後
に
、
私
た
ち
国
民
の
、
国
家
の
名
誉
に

か
け
、
全
力
を
あ
げ
て
崇
高
な
理
想
と
目
的
を

達
成
す
る
と
い
う
誓
い
、
を
掲
げ
て
い
ま
す
。 

 

人
権
の
た
め
の
た
た
か
い
へ 

憲
法
九
七
条
は
、
憲
法
の
保
障
す
る
基
本

的
人
権
は
、
人
類
の
多
年
に
わ
た
る
自
由
獲

得
の
努
力
の
成
果
で
あ
る
と
明
言
し
、
さ
ら

に
憲
法
一
二
条
は
、
憲
法
・
人
権
の
保
持
の
た

め
の
不
断
の
努
力
を
国
民
に
求
め
て
い
ま
す
。 

前
文
は
二
〇
一
二
年
の
自
民
党
憲
法
改
正

草
案
で
は
全
面
書
き
換
え
で
平
和
的
生
存
権

削
除
で
す
。
ま
た
、
憲
法
九
七
条
は
全
面
削
除

で
す
。
為
政
者
・
権
力
者
に
と
っ
て
人
々
の
人

権
の
た
め
の
た
た
か
い
が
も
っ
と
も
怖
い
わ

け
で
し
ょ
う
。 

八
〇
年
後
の
今
こ
そ
、
憲
法
前
文
の
掲
げ

た
誓
い
を
果
た
す
た
め
、
平
和
憲
法
を
守
り

発
展
さ
せ
る
人
権
・
非
核
の
た
め
の
た
た
か
い

に
立
ち
上
が
る
べ
き
時
だ
と
思
い
ま
す
。 

    

                              

住み続けられる能登復興をめざす 被災地支援第２回新春コンサート 

２０２６年１月２５日（日）13：30～15：40（開場 12：30） 

ラポルトすず多目的ホール 

【プログラム】 

１部 講演「みんなで、能登に住み続けよう 住む続ける権利について考える」 

井上英夫（社会保障法、金沢大学名誉教授） 

チェロとヴァイオリンの演奏（伊田直樹（チェロ）、伊田多喜（ヴァイオリン）、百々女木バラック合奏団） 

２部 フルートとピアノの演奏（佐々木真（フルート）、丸山美由紀（ピアノ）） 

全員合唱「トキが舞う」（能登半島地震被災地復興ソング） 

主催  住み続けられる能登復興をめざす被災地支援新春コンサート実行委員会 
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八
月
二
三
日
（
土
）
に
二
〇
二
五
年
総
会
を

行
い
、
北
陸
学
院
大
学
社
会
学
部
教
授
の
田

中
純
一
さ
ん
か
ら
「
能
登
半
島
地
震
の
現
在

地
～
『
人
間
の
復
興
』
へ
の
課
題
～
」
と
い
う

テ
ー
マ
で
記
念
講
演
を
し
て
い
た
だ
き
、
後

半
は
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。 

 

田
中
さ
ん
は
能
登
半
島
地
震
当
初
か
ら
能

登
に
通
い
、
仮
設
住
宅
等
で
支
援
を
続
け
て

い
ま
す
。
こ
の
記
念
講
演
前
も
輪
島
に
行
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
。
能
登
半
島
地
震
の
発
生

か
ら
現
在
の
被
災
地
の
状
況
を
振
り
返
り
な

が
ら
「
人
間
の
復
興
」
を
進
め
て
い
く
視
点

で
直
面
し
て
い
る
課
題
を
多
角
的
に
語
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

ま
ず
、
住
宅
の
再
建
が
進
ま
な
い
理
由
と

し
て
工
事
関
係
者
の
人
手
不
足
や
建
築
資
材

の
高
騰
が
あ
り
、
そ
の
こ
と
が
復
旧
の
遅
れ 

     

や
、
住
ま
い
の
再
建
が
進
ま
な
い
要
因
と
し

て
あ
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
仮
設
住

宅
も
同
じ
集
落
の
人
と
一
緒
な
わ
け
で
は
な

い
た
め
孤
立
・
孤
独
も
課
題
に
な
っ
て
い
ま

す
。
特
に
み
な
し
仮
設
で
は
住
民
票
が
元
の

市
町
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
人
が
多
く
、
行

政
か
ら
の
情
報
や
支
援
、
制
度
の
案
内
が
届

か
ず
に
制
度
に
つ
な
が
り
に
く
い
課
題
が
生

じ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
被
災
者
が
抱
え
る

ニ
ー
ズ
に
は
「
新
た
に
生
じ
た
ニ
ー
ズ
」

「
顕
在
化
し
た
ニ
ー
ズ
」「
継
続
し
て
い
る

ニ
ー
ズ
」
が
あ
る
と
説
明
さ
れ
ま
し
た
。 

 

被
災
直
後
か
ら
被
災
者
に
は
忍
耐
、
根
性
、

我
慢
を
突
き
つ
け
て
お
り
、
行
政
の
多
重
災

害
へ
の
認
識
の
弱
さ
や
自
助
の
限
界
、
高
齢

化
や
人
口
減
少
に
よ
る
互
助
や
共
助
が
限
界

を
む
か
え
て
い
る
こ
と
が
顕
在
化
し
て
い
る

と
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。「
避
難
所
」
と
「
福
祉

避
難
所
」
を
形
式
的
に
区
分
す
る
こ
と
に
疑

問
を
投
げ
か
け
、
小
さ
い
子
ど
も
が
い
る
家

庭
や
障
害
を
も
っ
た
人
、
ペ
ッ
ト
を
飼
っ
て

い
る
人
等
、
在
宅
避
難
を
選
ぶ
し
か
な
い
人

も
い
る
と
し
て
、
多
様
な
避
難
の
あ
り
方
を

考
え
る
必
要
性
を
話
さ
れ
ま
し
た
。
阪
神
淡

路
大
震
災
や
東
日
本
大
震
災
等
、
過
去
の
災

害
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
高
齢
者
へ
の
リ
ス
ク

は
、
い
ま
だ
に
十
分
に
反
映
さ
れ
て
い
な
い

と
も
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

 

仮
設
住
宅
に
つ
い
て
は
「
住
宅
」
で
は
な

く
「
仮
設
小
屋
」
と
い
う
よ
う
な
構
造
で
あ

り
、
段
差
や
洗
面
台
の
高
さ
な
ど
住
む
人
に

合
っ
て
い
な
い
設
計
が
多
い
こ
と
が
指
摘
さ

れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
物
価
高
騰
が
生
活
再

建
を
圧
迫
し
て
い
る
現
状
も
報
告
さ
れ
ま
し

た
。
災
害
公
営
住
宅
に
つ
い
て
も
、
い
つ
、

ど
こ
で
、
誰
が
入
れ
る
か
も
分
か
ら
ず
、
支

援
制
度
の
複
雑
さ
や
不
透
明
さ
が
被
災
者
の

不
安
を
増
幅
さ
せ
て
い
る
こ
と
も
お
話
さ
れ

ま
し
た
。
特
に
一
部
損
壊
世
帯
の
苦
し
み
は

大
き
く
、
年
金
で
生
活
し
て
い
る
高
齢
者
は

修
繕
費
が
捻
出
で
き
ず
、
一
〇
年
経
っ
て
も

復
興
で
き
な
い
人
々
が
存
在
す
る
こ
と
を
指

摘
さ
れ
ま
し
た
。
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
仮

設
住
宅
や
周
辺
住
民
と
の
交
流
な
ど
住
民
同

士
の
つ
な
が
り
を
取
り
戻
す
取
り
組
み
や
本

音
で
語
り
合
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
紹
介
さ
れ
ま

し
た
。 

 

能
登
の
人
た
ち
は
海
や
山
、
畑
な
ど
自
然

と
の
関
わ
り
や
先
祖
、
歴
史
、
文
化
と
の
関
わ

り
も
大
事
に
し
て
お
り
、
能
登
に
行
か
ず
に

こ
の
関
わ
り
を
考
え
て
い
て
も
住
民
の
考
え

る
復
興
と
は
か
け
離
れ
た
も
の
に
な
る
こ
と

を
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。「
ケ
ア
（
世
話
を
す
る
）」

と
い
う
言
葉
を
使
い
、
能
登
の
人
た
ち
は
世

話
を
す
る
対
象
が
自
然
や
先
祖
に
も
広
が
っ

て
い
る
と
し
て
、
能
登
の
暮
ら
し
の
豊
か
さ

を
政
策
に
ど
う
落
と
し
こ
む
か
が
問
わ
れ
て

い
る
と
話
さ
れ
ま
し
た
。 

田
中
さ
ん
は
「
住
宅
の
再
建
が
で
き
て
も
、

生
活
の
再
建
が
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
」
と

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
被
災
者
ひ
と
り
一
人
が

「
ど
こ
で
、
誰
と
住
む
か
」
を
自
己
決
定
し
、

「
自
分
ら
し
く
生
き
る
」
こ
と
こ
そ
が
真
の

生
活
の
復
興
で
あ
り
、
支
援
は
そ
れ
を
支
え

る
も
の
で
あ
る
と
語
ら
れ
ま
し
た
。
同
じ
「
全

壊
」
で
も
背
景
や
事
情
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る

た
め
、
画
一
的
で
は
な
い
、
個
人
の
視
点
に
立

っ
た
支
援
が
求
め
ら
れ
る
と
し
ま
し
た
。 

（
ま
と
め 

虎
瀬
寛
子
） 

◎
医
療
・
福
祉
問
題
研
究
会
ニ
ュ
ー
ス
第
一

七
一
号
よ
り
転
載
し
ま
し
た
。 

              

医
療
・福
祉
問
題
研
究
会 

総
会
記
念
講
演 

    
   

   
 

能
登
半
島
地
震
の
現
在
地
～
「
人
間
の
復
興
」
へ
の
課
題
～ 

北
陸
学
院
大
学
教
授 

  

田
中
純
一 

 

災害社会学の視点から

講演する田中純一さん 

石川県保険医協会第 52回定期総会 記念講演 

テーマ  能登に伴走して 

災害社会学者がみる能登半島地震 

講 師  田中純一氏 （北陸学院大学教授） 

と き  ２０２６年３月７日（土）午後６時～８時 

ところ  ホテル金沢 4階エメラルド 

参加費  無料 

主 催  石川県保険医協会 

＊詳細は同封の案内チラシをご覧ください。 

講演要旨 
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非
核
石
川
の
会
リ
レ
ー
エ
ッ
セ
ー 

 
優
し
い
星
で
暮
ら
し
た
い 大

川
陽
一 

 

戦
後
八
〇
年
と
い
う
節
目
の
年
の
、
私
的

な
歩
み
を
辿
っ
て
み
る
。 

〈
一
月
〉
香
林
坊
ア
ト
リ
オ
で
能
登
地
震
一

年
の
催
し
で
、
独
標
の
先
輩
た
ち
と
自
作
詩

を
朗
読
。
復
興
道
半
ば
を
実
感
。 

〈
三
月
〉
日
朝
協
会
七
〇
周
年
の
旅
で
戒
厳

令
直
後
の
韓
国
へ
。
ソ
ウ
ル
で
は
従
軍
慰
安

婦
の
水
曜
集
会
に
参
加
し
、
市
民
運
動
を
牽

引
す
る
「
進
歩
連
帯
」
と
交
流
。
釜
山
の
日
帝

強
制
動
員
記
念
館
で
は
、
徴
用
工
問
題
の
全

容
を
再
確
認
。 

〈
八
月
〉
日
朝
協
会
・
石
川
支
部
の
旅
の
下
見

で
舞
鶴
へ
。
敗
戦
直
後
、
強
制
連
行
さ
れ
た
朝

鮮
人
を
乗
せ
、
青
森
か
ら
釜
山
に
帰
国
予
定

だ
っ
た
浮
島
丸
が
舞
鶴
湾
で
爆
発
沈
没
し
た

事
件
の
追
悼
集
会
に
参
加
。
追
悼
歌
を
歌
う

京
都
朝
鮮
学
校
の
少
女
た
ち
の
チ
マ
チ
ョ
ゴ

リ
が
眩
し
い
。 

〈
九
月
〉
独
標
「
推
し
本
を
紹
介
す
る
会
」
で

シ
ベ
リ
ア
シ
リ
ー
ズ
の
画
家
・
香
月
泰
男
に

つ
い
て
発
表
。
同
胞
へ
の
鎮
魂
・
戦
争
へ
の
怒

り
・
故
国
へ
の
望
郷
。 

〈
十
月
〉
東
京
国
立
近
代
美
術
館
に
足
を
運

ん
だ
『
記
憶
を
ひ
ら
く 

 

記
憶
を
つ
む
ぐ
』

展
は
、
日
本
の
戦
争
画
を
中
心
に
一
九
三
〇

〜
七
〇
年
代
を
振
り
返
る
も
の
。
藤
田
嗣
治

「
ア
ッ
ツ
島
玉
砕
」
の
原
画
に
接
し
、
息
を
呑

む
。
戦
意
高
揚
の
た
め
に
描
か
さ
れ
た
戦
争

記
録
画
も
、
画
家
の
心
に
は
反
戦
の
マ
グ
マ

が
胎
動
し
て
い
た
こ
と
を
信
じ
た
い
。 

〈
十
一
月
〉
日
朝
協
会
の
旅
の
本
番
。
舞
鶴
で

浮
島
丸
を
追
悼
す
る
会
の
会
長
の
犠
牲
者
に

心
を
寄
せ
る
想
い
に
感
銘
。
小
浜
で
は
、
反
原

発
に
半
生
を
賭
け
る
明
通
寺
・
中
嶌
哲
演
住

職
八
三
歳
の
気
迫
に
接
し
た
。
小
浜
の
民
宿

で
、
金
沢
の
県
労
連
女
性
部
長
で
小
浜
に
移

住
し
た
世
戸
玉
枝
さ
ん
と
再
会
。
現
在
市
議

一
期
目
で
党
派
を
超
え
女
性
議
員
を
束
ね
て

活
躍
中
。 

〈
十
二
月
〉
念
願
のM

y

詩
集
を
発
刊
。
詩
集

と
い
う
よ
り
、
自
分
史
か
。
こ
れ
か
ら
皆
さ
ん

に
強
制
配
布
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
く
、
ご
高

覧
あ
れ
。 

そ
し
て
、
最
近
出
会
っ
た
本
、『
ル
ポ  

戦

争
ト
ラ
ウ
マ
』
侵
略
戦
争
の
清
算
と
反
省
な

し
に
高
度
経
済
成
長
の
影
で
見
過
ご
さ
れ
て

き
た
日
本
兵
の
心
の
傷
が
、
子
や
孫
に
も
連

鎖
す
る
暴
力
。
戦
争
と
原
発
は
、
未
来
を
壊
す
。

プ
ー
チ
ン
、
ネ
タ
ニ
エ
フ
、
そ
し
て
ト
ラ
ン
プ
、

高
市
よ
。
も
っ
と
優
し
い
星
に
な
り
ま
し
ょ

う
。 

 

特
権
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ
ア 

永
山
孝
一 

一
六
～
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絶
対
王
制

期
は
、
特
権
を
与
え
ら
れ
た
マ
ニ
ュ
フ
ク
チ

ュ
ア
を
「
国
立
の
王
室
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ
ュ

ア
」
と
呼
ん
で
い
た
。
特
権
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
は
絶
対
王
制
の
重
要
な
経
済
的
支
柱
だ

っ
た
。 

フ
ラ
ン
ス
革
命
は
身
分
制
度
に
よ
る
社
会

的
不
平
等
、
財
政
難
、
啓
蒙
思
想
の
浸
透
が
複

合
的
に
絡
み
合
い
特
に
第
三
身
分
が
重
税
と

政
治
的
権
利
の
欠
如
に
苦
し
み
、
特
権
階
級

へ
の
不
満
が
爆
発
、
国
王
の
失
政
と
財
政
危

機
が
決
定
的
な
要
因
だ
っ
た
。 

こ
の
時
期
は
商
品
生
産
＝
流
通
が
次
第
に

普
及
し
ブ
ル
ジ
ョ
ア
の
勢
力
が
増
大
す
る
産

業
社
会
で
も
あ
り
貴
族
的
＝
封
建
的
秩
序
を

持
ち
込
む
意
図
は
明
ら
か
だ
が
、
英
・
仏
と
も

に
「
営
業
の
自
由
」
を
宣
言
し
た
そ
れ
ぞ
れ
の

市
民
革
命
に
よ
っ
て
特
権
マ
ニ
ュ
フ
ァ
ク
チ

ュ
ア
の
息
の
根
は
止
め
ら
れ
て
い
た
。 

翻
っ
て
現
今
の
世
界
は
、
Ａ
Ｉ
操
縦
の
無

人
兵
器
が
飛
び
交
い
戦
争
が
デ
ス
ク
ワ
ー
ク

と
な
る
時
代
に
向
け
て
、「
ア
メ
リ
カ
フ
ァ
ー

ス
ト
」
な
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
に
空
母
に
乗
せ

て
も
ら
い
、
嬉
々
と
し
て
振
る
舞
う
被
爆
国

日
本
の
高
市
政
権
が
、
日
本
列
島
の
長
射
程

ミ
サ
イ
ル
緊
急
配
備
に
向
け
空
前
の
軍
事
費

増
強
で
描
く
「
殺
戮
の
世
界
」
は
ど
の
よ
う
な

も
の
か
。 

 

世
界
に
愛
と
平
和
を

 

大
森
和
子 

 
 

も
し
も 

ひ
と
つ
だ
け 

ね
が
い
か
な
う
な
ら
ば 

戦
争
す
て
て 

世
界
に
愛
と
平
和
を 

こ
の
ね
が
い
か
な
う
ま
で 

私
た
ち
は 

歩
み
つ
づ
け
る
こ
と
を 

止
め
な
い
だ
ろ
う 

 

 

二
〇
〇
三
年
三
月
、
広
島
市
立
大
洲
中
学

校
の
生
徒
が
つ
く
っ
た
「
ね
が
い
」
の
四
題
目

で
す
。
こ
の
歌
は
広
島
を
と
び
こ
え
国
内
だ

け
で
な
く
国
外
へ
は
ば
た
き
ま
し
た
。「
こ
の

う
た
の
五
題
目
の
歌
詞
は
あ
な
た
た
ち
が
あ

な
た
た
ち
の
言
葉
で
つ
く
っ
て
く
だ
さ
い
」

と
い
う
ね
が
い
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
の
発
信
に

よ
っ
て
、
世
界
数
十
か
国
そ
し
て
数
十
の
言

語
で
世
界
で
も
っ
と
も
長
い
歌
と
し
て
、
う

追悼歌「はまなすの花咲きそめて」を斉唱

する、京都朝鮮中高級学校の生徒たち 

と入れてください。 
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た
わ
れ
つ
づ
け
て
い
ま
す
。
私
に
と
っ
て
も

こ
の
歌
は
い
つ
も
口
の
端
に
の
ぼ
り
、
心
の

う
た
で
す
。 

私
が
こ
の
歌
を
知
っ
た
の
は
二
〇
〇
五
年
、

す
ぐ
ジ
ー
ン
と
き
て
口
を
つ
き
ま
し
た
。
そ

し
て
こ
の
歌
が
大
洲
中
学
校
の
平
和
宣
言
の

中
で
生
ま
れ
、
詞
を
書
い
た
子
ど
も
た
ち
の

卒
業
式
の
数
日
前
に
最
後
の
学
年
ピ
ー
ス
集

会
で
う
た
わ
れ
た
こ
と
を
知
り
ま
し
た
（
世

界
を
つ
な
ぐ
歌
「
ね
が
い
」
よ
り
）
。
そ
の
時
、

い
つ
か
こ
の
歌
を
私
も
教
え
子
た
ち
と
う
た

い
た
い
な
あ
と
思
い
ま
し
た
。 

 

当
時
勤
務
し
て
い
た
学
校
に
は
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
あ
り
、
学
年
の
合
同
合
唱
が
あ
り

ま
し
た
。
私
は
そ
こ
で
「
今
年
の
三
年
合
同
合

唱
は
『
ね
が
い
』
を
う
た
い
た
い
」
と
提
案
し

ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
だ
れ
も
知
り
ま
せ
ん
。
そ

こ
で
オ
ン
チ
の
私
が
ア
カ
ペ
ラ
で
う
た
っ
た

と
こ
ろ
「
い
い
う
た
や
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

音
楽
担
当
の
方
が
指
導
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。 

当
日
全
校
生
徒
、
保
護
者
の
前
で
大
合

唱
。
私
は
あ
の
時
の
子
ど
も
た
ち
の
顔
を
忘

れ
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。「
言
っ
て
み
る
も

ん
や
」。 

 

そ
し
て
蛇
足
・
・
・
。
私
は
そ
の
年
の
三
月

退
職
で
し
た
。
卒
業
式
の
少
し
前
、
最
後
の
学

年
集
会
の
と
き
、「
今
か
ら
大
森
先
生
の
卒
業

式
を
し
ま
す
」
と
司
会
の
子
が
・
・
・
エ
エ
！ 

そ
し
て
私
へ
の
卒
業
証
書
を
渡
し
て
く
れ
、

そ
の
あ
と
全
員
で
「
ね
が
い
」
を
う
た
っ
て
く

れ
ま
し
た
。
私
は
も
う
頭
が
ま
っ
白
、
ウ
ル
ウ

ル
・
・
・
。
あ
と
で
子
ど
も
た
ち
か
ら
「
鬼
の

目
に
も
涙
や
」
と
か
ら
か
わ
れ
ま
し
た
。 

 

先
程
の
本
を
再
読
し
て
み
た
ら
、
作
詞
作

曲
さ
れ
た
人
が
「
う
た
は
歌
詞
を
つ
く
り
曲

を
つ
く
っ
て
完
成
で
は
な
い
。
た
く
さ
ん
の

人
に
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
で
う
た
わ
れ
、
う
た

い
つ
が
れ
て
完
成
す
る
」
と
い
う
こ
と
ば
が

あ
り
ま
し
た
。
ね
が
い
は
今
た
く
さ
ん
の
国

で
た
く
さ
ん
の
人
々
で
う
た
わ
れ
て
い
る
。

も
し
か
し
た
ら
ま
だ
ま
だ
発
展
途
上
か
も
し

れ
な
い
。 

 
 

世
界
に
愛
と
平
和
を 

こ
の
ね
が
い
か
な
う
ま
で 

 

 

う
た
は
平
和
を
き
づ
く
砦
、
そ
れ
は
だ
れ

に
も
で
き
る
。
ど
こ
の
国
で
も
で
き
る
。
戦
争

す
て
て
核
兵
器
す
て
て
、
私
が
で
き
る
平
和

は
こ
の
う
た
を
う
た
う
こ
と
。
あ
き
ら
め
な

い
こ
と
。
あ
き
ら
め
る
こ
と
あ
き
ら
め
な
い

ぞ
。 

          

詩
人
会
議
か
な
ざ
わ
「
独
標
」
よ
り 

 

川
柳
連
作
「
熱
波
襲
来
」 

喜
多
村 

貢 

 

幽
霊
が
二
の
足
を
踏
む
熱
帯
夜  

蜘
蛛
の
糸
溶
け
る
も
ん
か
と
炎
天
下  

負
け
ま
い
と
仮
設
で
四
股
を
踏
む
メ
ー
ル  

腫
れ
も
の
の
古
古
米
抱
い
て
父
か
え
る  

コ
ン
ク
リ
ー
ト
ジ
ャ
ン
グ
ル
を
裂
く
街
宣
車  

満
額
支
給
も
物
価
値
上
げ
に
追
い
つ
か
ず  

手
足
喰
う
タ
コ
に
似
て
来
た
生
活
苦  

ト
ラ
ン
プ
の
火
の
粉
に
和
傘
焼
け
こ
げ
る  

反
戦
平
和
喉
の
乾
き
に
立
ち
す
く
む  

平
和
だ
な
ぁ
蛇
口
ひ
ね
れ
ば
水
が
出
る  

          

                              

 

月 日 曜 時 内容 場所

22 木 11:00 「ぼくが生きてる  ふたつの世界」上映会（２回目：13:30～ ) 金沢市本町２丁目・金沢市アートホール

24 土 13:30 2026年北陸原水協学校in富山／嶋田侑飛さん オンライン開催

25 日 13:00 住み続けられる能登の復興をめざす被災地・新春コンサート 珠洲市飯田町・ラポルトすず

31 土 13:30 2026年新春のつどい・春を呼ぶ 平和コンサート 金沢市昭和町・平和と労働会館3階ホール

7 土 13:30 2026年新春社会保障講演会／講師　横山壽一さん 金沢市小立野２丁目・石川県立図書館

21 土 14:00 いしかわ市民連合・学習講演会／斉藤正美さん 金沢市青草町・近江町いちば館４階集会室

22 日 13:30 能登の復興を願うコンサート「朱鷺が舞う・うたの広場」 羽咋市飯山町・邑知公民館ホール

3 7 土 18:00 石川県保険医協会総会記念講演／講師　田中純一さん 金沢市堀川新町・ホテル金沢４階エメラルド

非核・平和の掲示板

＊会報「非核・いしかわ」サポート会員を募集中です。 年会費 2,000円

1

2

「朱鷺が舞う・うたの広場」 

２月２３日（月・休日） 

13：30～16：00 

羽咋市邑知公民館 

日本のうたごえ協議会 

朱鷺が舞う 

黒梅 明 

私の好きな能登の町 

風が私の髪揺らし 

野の花に蝶が舞う 

連なる田んぼ水流れ 

魚泳ぐふるさと 

みんな生きている 

朱鷺が羽ばたく 

朱鷺が羽ばたく 

能登半島 

 

＊今年６月に時が放鳥される羽

咋市でのとの復興を願うコンサ

ートが計画されており、石川の

うたごえ協議会は「ねがい」「い

のちの未来へ」を歌います。 
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自
分
ら
し
い
道
を
生
き
て
ゆ
き
た
い 

三
〇
年
く
ら
い
前
の
こ
と
で
す
。
た
だ
ひ

た
す
ら
、
が
む
し
ゃ
ら
に
教
師
の
仕
事
と
子

育
て
を
し
て
い
た
と
き
、
ふ
と
振
り
返
っ
て

み
た
ら
自
分
に
は
、
何
も
残
っ
て
い
な
い
よ

う
な
気
が
し
ま
し
た
。 

そ
ん
な
と
き
、
長
崎
か
ら
宅
配
便
が
送
ら

れ
て
き
た
の
で
す
。
開
け
る
と
、
手
作
り
の
お

じ
い
ち
ゃ
ん
と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
人
形
が
入

っ
て
い
ま
し
た
。
以
前
受
け
持
っ
て
い
た
子

の
お
母
さ
ん
が
、
ご
自
分
で
作
ら
れ
た
も
の

を
送
っ
て
く
だ
さ
っ
た
の
で
し
た
。 

           

心
の
込
め
ら
れ
た
手
作
り
人
形 

そ
の
素
朴
な
、
何
と
も
あ
た
た
か
い
２
つ

の
人
形
を
見
て
い
た
ら
「
今
の
ま
ま
の
一
生

懸
命
な
教
師
で
い
い
ん
だ
よ
」
と
励
ま
し
て

く
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
ま
し
た
。 

気
が
つ
く
と
夢
中
で
こ
の
人
形
を
描
い
て

い
ま
し
た
。
私
は
私
ら
し
く
生
き
よ
う
。
自
分

の
し
た
い
こ
と
を
探
そ
う
。
そ
の
と
き
思
い

ま
し
た
。 

 

小
さ
い
時
か
ら
絵
を
描
く
こ
と
は
好
き
で

し
た
。
手
作
り
人
形
の
絵
を
か
い
て
か
ら
四

年
ほ
ど
た
っ
て
、
受
け
持
っ
た
六
年
生
の
子

ど
も
た
ち
が
卒
業
す
る
と
き
に
、
絵
と
言
葉

を
書
い
た
色
紙
を
送
り
ま
し
た
。
そ
の
年
の

五
月
、
私
は
色
紙
に
野
の
花
を
描
く
こ
と
に

楽
し
さ
を
見
つ
け
た
の
で
す
。
そ
れ
は
も
し

か
し
た
ら
「
先
生
あ
げ
る
」
と
一
年
生
の
女
の

子
が
野
の
花
束
を
く
れ
た
の
が
う
れ
し
か
っ

た
か
ら
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。  

野
の
花
へ 

い
つ
も
や
さ
し
く
私
を
励
ま
し
て
く
れ
ま

し
た
。
春
、
芽
吹
く
季
節
に
は
命
の
強
さ
と
輝

き
を
。
夏
暑
い
季
節
に
は
雑
草
の
た
く
ま
し

さ
と
生
き
る
力
を
。
秋
に
は
実
る
喜
び
を
、
雪

の
降
る
冬
に
は
耐
え
る
力
を
。
そ
し
て
や
が

て
春
が
来
る
こ
と
を
。
い
ろ
い
ろ
な
表
情
を

見
せ
る
野
の
花
た
ち
に
私
は
癒
さ
れ
ま
し
た
。 

 

絵
手
紙
コ
ー
ナ
ー

 
 

 
 
 

 

金
沢
医
療
生
活
協
同
組
合 

 
 
 
 

絵
手
紙
班 

 
 

中
山
清
子 

        

◎
今
号
よ
り
小
林
昭
代
さ
ん
の
カ
ラ
ー
絵
画

作
品
を
一
年
間
掲
載
し
ま
す
。
小
林
さ
ん
は

元
教
師
で
、
教
育
奉
仕
活
動
の
傍
ら
、
心
温
ま

る
作
品
を
創
作
さ
れ
て
き
ま
し
た
。 

編
集
室
よ
り 

◎
謹
賀
新
年
、
と
思
っ
た
途
端
に
異
様
な
年

明
け
。
米
政
権
が
「
ド
ン
ロ
ー
主
義
」
な
ど
と

勝
手
に
称
し
て
西
半
球
に
乱
暴
に
介
入
し
た

挙
句
、
グ
リ
ー
ン
ラ
ン
ド
獲
得
に
向
け
て
米

軍
の
活
用
を
公
言
し
、
国
連
の
気
候
変
動
枠

組
み
条
約
な
ど
六
六
の
国
際
機
関
や
枠
組
み

か
ら
脱
退
す
る
と
言
い
出
し
た
。
第
二
次
世

界
大
戦
後
の
国
際
秩
序
を
支
え
て
き
た
「
法

の
支
配
」
を
破
壊
す
る
深
刻
な
事
態
だ
。
こ
の

背
後
に
は
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
の
石
油
権
益
掌
握
へ

の
思
惑
が
あ
ろ
う
。
要
す
る
に
カ
ネ
次
第
。
そ

の
米
国
に
日
本
政
府
は
口
を
閉
ざ
す
だ
け
。 

国
内
で
は
一
気
に
真
冬
の
総
選
挙
。
円
安

に
よ
る
物
価
高
に
打
つ
手
な
し
。
中
国
と
の

行
き
詰
ま
り
に
も
打
つ
手
な
し
。
統
一
教
会

（
勝
共
連
合
）
と
の
癒
着
や
〝
政
治
と
カ
ネ

〟
へ
の
追
及
を
避
け
る
た
め
に
も
支
持
率
の

高
い
う
ち
に
や
っ
て
し
ま
え
と
い
う
究
極
の

身
勝
手
解
散
。
違
憲
の
安
保
法
制
や
非
核
三

原
則
へ
の
過
去
の
経
緯
を
棚
上
げ
に
し
て
新

党
結
成
を
言
い
出
す
の
も
身
勝
手
だ
ろ
う
。 

私
た
ち
は
今
、
憲
法
と
国
民
無
視
の
歴
史

大
逆
流
に
抗
し
た
の
か
否
か
、
将
来
の
世
代

か
ら
問
わ
れ
る
時
代
に
生
き
て
い
る
。
（
中
） 

金
沢
の
身
近
な
絵
コ
ー
ナ
ー 

① 

 
 
 

か
が
や
け
い
の
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

小
林
昭
代 

犀川冬景色 

 

  正月を迎えるくわい 

冬の中の椿 

 

 

 


